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■種の解説
日本昆虫目録（日本昆虫学会、2016）には日

本産アザミウマ 4科 137属約 400種が記録され
ているが、農作物の害虫として日本応用動物昆
虫学会が取りまとめた農林有害動物・昆虫名鑑
増補改訂版にはアザミウマ科 18属 31種が掲載
されている。本稿では当該名鑑に掲載されてい
るアザミウマ科のうち、多食性の 9種について
その形態的特徴を標本写真とともに紹介する。

1. Frankliniella intonsaヒラズハナアザミウマ
寄主植物：野菜・花き類（トマト、イチゴ、

カーネーション等）
触角は 8節。体色は雌では褐色だが変異があ

る。雄は淡色。複眼後方第 4刺毛は単眼の直径
とほぼ同じ長さで、前胸背板は前縁に 4本の長
刺毛を持つ（図 1a）。後胸背楯板は鐘状（しょ
うじょう）感覚器を欠く（1b）。前翅の刺毛は途
切れずに並ぶ（1c）。

2. Frankliniella occidentalisミカンキイロアザミウマ
寄主植物：野菜・花き類（イチゴ、キュウリ、

キク等）
ヒラズハナアザミウマによく似るが、複眼後

方第 4刺毛は単眼の直径より明らかに長いこと
（図 2a）、後胸背楯板に鐘状感覚器を持つことで
識別できる（2b）。

3. Hercinothrips femoralisクリバネアザミウマ
寄主植物：野菜・花き類（インゲンマメ、キ

ク、ラン等）
体は一様に暗褐色で明瞭な網目に覆われる。

頭部は複眼の内側に黄色の帯がある（図 3a）。触
角先端は細長く伸張する。前翅は刺毛が目立ち、
褐色だが 3カ所の淡色部がある（3b）。

図 1．ヒラズハナアザミウマ（a: 頭部・前胸背板、
b: 後胸背楯板、c: 前翅）

図 2．ミカンキイロアザミウマ（a: 頭部、b: 後胸背楯板）

4. Selenothrips rubrocinctusアカオビアザミウマ
寄主植物：果樹（グアバ、マンゴウ等）の他、

タイワンフウ等の街路樹
体は一様に暗褐色。頭部は基部で括れ網目に

覆われるが、前胸背板は横条刻線に覆われる（図
4a）。触角先端は細長く伸張する。前翅は一様に
褐色で刺毛が目立つ（4b）。

5. Scirtothrips dorsalisチャノキイロアザミウマ
寄主植物：野菜・果樹・花き類・（ピーマン、

カンキツ、ブドウ、トルコギキョウ等）
体は白色で腹部背板中央は褐色（図 5b）。頭部

と前胸背板は間隔の狭い横条刻線に覆われ、前
胸背板は後縁に 1対のやや長い刺毛を持つ（5a）。
腹部背板側部は微刺が密生し（5b）、腹部腹板後
半の微刺列は中央部で途切れない（5c）。

6. Thrips hawaiiensisハナアザミウマ
寄主植物：野菜・果樹類（エンドウ、イチゴ、

イチジク等）
触角は 7～ 8節で褐色だが第 3節は黄色（図

6b）。体は褐色だが変異がある。前翅は基部以外
褐色で、前脈刺毛は先端半分に 3本（6c）。前胸

図 3．クリバネアザミウマ（a: 頭部、b: 前翅）

図 4．アカオビアザミウマ（a: 頭部・前胸背板、b: 前翅）

図 5．チャノキイロアザミウマ（a: 頭部・前胸背板、
b: 腹部第 5背板、c: 腹部第 6腹板）
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背板の後縁角刺毛は 2対（6a）。後胸背楯板は鐘
状感覚器を持ち中央刺毛は前縁から生じる。刻
線は中央前方を除き縦条（6d）。腹部第 8背板は
気門内側に微櫛歯を持ち（Thrips属の特徴）（図
8dも参照）、後縁の櫛歯状突起は長さは不規則
だが途切れない（6e）。第 9背板の鐘状感覚器は
2対（6e）。腹部腹板は副刺毛を持つが（6f）、腹
部側背板は副刺毛を欠く。

7. Thrips palmiミナミキイロアザミウマ
寄主植物：野菜・花き類（キュウリ、メロン、

キク等）
触角は 7節。体は一様に黄色。前翅は一様に

淡色で、前脈刺毛は先端半分に 3本。単眼間刺
毛は前方単眼の側方から生じる（図 7a）。前胸
背板の後縁角刺毛は 2対。後胸背楯板は鐘状感
覚器を持ち、刻線は中央前方を除き縦条で後縁
では中央に収斂する（7b）。腹部第 8背板後縁の
櫛歯状突起は長く、途切れない（7c）。第 9背板
の鐘状感覚器は 2対。腹部腹板（7d）及び側背
板は副刺毛を欠く。果樹・花き類（イチジク、
キク等）に寄生し、本種によく似るキイロハナ
アザミウマ（T. fl avus）は単眼間刺毛が前方単眼
の直後から生じること、後胸背楯板の刻紋は後
縁で中央に収斂しないことで識別できる。

8. Thrips setosusダイズウスイロアザミウマ
寄主植物：野菜類（ナス、キュウリ等）
触角は 7節。体は褐色。前翅は基部以外褐色で、

前脈刺毛は先端半分に 3本（図 8c）。前胸背板の後
縁角刺毛は 2対（8a）。後胸背楯板は鐘状感覚器を
持つ。腹部第 8背板後縁の櫛歯状突起は途切れず、
第 9背板の鐘状感覚器は 2対（8d）。腹部腹板は副
刺毛を欠くが、腹部側背板は副刺毛を持つ（8b）。

図 6．ハナアザミウマ（a: 前胸背板、b: 触角、c: 前翅、
d: 後胸背楯板、e: 腹部第 8～ 9背板、f: 腹部第 6腹板）

図 7．ミナミキイロアザミウマ（a: 頭部・前胸背板、
b: 後胸背楯板、c: 腹部第 8背板、d: 腹部第 6腹板）

9. Thrips tabaciネギアザミウマ
寄主植物：野菜・花き類（ネギ、タマネギ、

キク等）
触角は 7節。体は淡色～褐色まで変異が多い。

前翅は一様に曇り、前脈刺毛は先端半分に 4～ 6
本（図 9b）。前胸背板の後縁角刺毛は 2対（9a）。
後胸背楯板は鐘状感覚器を欠く（9c）。腹部第 9
背板の鐘状感覚器は 1対。腹部腹板及び側背板
は副刺毛を欠く。側背板は細かい微刺を密に持
つ（9d）。野菜・花き類（シソ、キク等）に寄生
し、本種によく似るクロゲハナアザミウマ（T. 
nigropilosus）は、前翅の前脈刺毛が先端半分に 3
本ある、前胸背板は通常褐色斑を持つ、腹部背
板の中央部に刻線を持つ、腹部側背板に微刺を
持たないことで本種と識別できる。また、本種
は常に長翅型だがクロゲハナアザミウマは雌は
長翅型又は短翅型、雄は短翅型である。
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図 8．ダイズウスイロアザミウマ（a: 頭部・前胸背板、
b: 第 4側背板～背板、c: 前翅、d: 腹部第 8～ 9背板）

図 9．ネギアザミウマ（a: 頭部・前胸背板、b: 前翅、
c: 後胸背楯板、d: 第 4側背板～背板）


